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論文題目 ハイブリッド鋼桁のせん断崩壊形式と補剛材間隔 

本 研 究 は 、 ハ イ ブ リ ッ ド 鋼 桁 の 様 々 な 問 題 の 中 で 、 せ ん 断 耐 荷 力 お よ び 中 間 垂

直 補 剛 材 間 隔 に つ い て 検 討 し 、 ハ イ ブ リ ッ ド 鋼 桁 の せ ん 断 を 考 慮 し て 、 ハ イ ブ

リ ッ ド 鋼 桁 の 設 計 規 準 を 見 直 す 事 を 目 的 と し て い る 。  

ハ イ ブ リ ッ ド 鋼 桁 と は 、 桁 の 同 一 断 面 に お い て 、 曲 げ 耐 力 に 寄 与 す る と こ ろ の

大 き い フ ラ ン ジ に 高 張 力 鋼 を 使 用 し 、 腹 板 に は フ ラ ン ジ よ り も 強 度 の 低 い 普 通 鋼

材 を 使 用 し た 異 種 鋼 材 混 用 桁 で あ る 。 こ れ に 対 し て 、 桁 の 全 断 面 に 同 種 類 の 鋼 材

を 使 用 し た 桁 を ホ モ ジ ニ ア ス 桁 と い う 。 ハ イ ブ リ ッ ド 鋼 桁 は 、 主 に 曲 げ に 対 す る

効 果 に 期 待 し て 考 案 さ れ た も の で あ る た め 、 現 在 ま で の 研 究 の 多 く は 曲 げ に 対 し

て 行 な わ れ て き た 。 そ の 一 方 で 、 現 時 点 で せ ん 断 に 対 し て の 研 究 は 、 曲 げ に 対 す

る 研 究 に 比 べ 、 十 分 に は 行 な わ れ て い な い 。 そ の た め 、 ハ イ ブ リ ッ ド 鋼 桁 の 設 計

基 準 を 作 成 す る う え で 、 せ ん 断 に 対 す る 影 響 に つ い て 、 さ ら な る 検 討 が 必 要 で あ

る 。  

本 研 究 で は 、 ウ ェ ブ パ ネ ル の ア ス ペ ク ト 比 の 違 い 、 ウ ェ ブ パ ネ ル の 厚 さ の 違

い 、 お よ び フ ラ ン ジ 断 面 積 の 大 き さ の 違 い が 、 せ ん 断 崩 壊 形 式 や 最 大 荷 重 時 の 降

伏 域 分 布 に ど の よ う に 影 響 す る の か に 注 目 す る 。 そ の た め 、 汎 用 有 限 要 素 解 析 プ

ロ グ ラ ム を 用 い て 数 値 解 析 を 行 っ た 。  

以 下 に 本 研 究 で 得 ら れ た 結 論 を 示 す 。  

1 ）  ハ イ ブ リ ッ ド 桁 と 2 種 類 の ホ モ ジ ニ ア ス 桁 は 、 中 間 垂 直 補 材 間 隔 が 大 き く

な る に つ れ て 、 最 大 荷 重 が 低 下 し て い く が 、 S M 5 7 0 材 の ホ モ ジ ニ ア ス 桁 、

ハ イ ブ リ ッ ド 桁 、 S M 4 0 0 材 の ホ モ ジ ニ ア ス 桁 の 順 に 中 間 垂 直 補 材 間 隔 が 大

き く な る こ と に よ る 、 最 大 荷 重 の 低 下 す る 割 合 が 大 き い 。  

2 ）  ハ イ ブ リ ッ ド 桁 と S M 4 0 0 材 の ホ モ ジ ニ ア ス 桁 は 4 種 類 の 崩 壊 形 式 が 確 認 で

き 、 S M 5 7 0 材 の ホ モ ジ ニ ア ス 桁 は 3 種 類 の 崩 壊 形 式 が 確 認 で き た 。  

3 ）  ハ イ ブ リ ッ ド 桁 と 2 種 類 の ホ モ ジ ニ ア ス 桁 で 、 フ ラ ン ジ に は 中 間 垂 直 補 剛

材 の 横 付 近 で 大 き く 変 形 し 、 ウ ェ ブ に は 大 き な 変 形 が 現 れ な い 崩 壊 形 式 の

モ デ ル は 、 最 大 荷 重 時 に フ ラ ン ジ と ウ ェ ブ が 共 に 降 伏 域 に 達 し て い る 事 が

わ か っ た 。 こ れ は 、 ウ ェ ブ の 剛 性 に 比 べ て フ ラ ン ジ の 剛 性 が 小 さ く 、 比 較

的 に ア ス ペ ク ト 比 が 大 き い 場 合 の モ デ ル で 確 認 で き た 。  

4）  ハ イ ブ リ ッ ド 鋼 桁 の 設 計 に お い て 、 フ ラ ン ジ は 中 間 垂 直 補 剛 材 の 横 付 近 で

大 き く 変 形 し 、 ウ ェ ブ に は 大 き な 変 形 が 現 れ な い 崩 壊 形 式 、 ま た 、 最 大 荷

重 時 に フ ラ ン ジ と ウ ェ ブ が 共 に 降 伏 域 に 達 す る モ デ ル を 、 ウ ェ ブ パ ネ ル の

ア ス ペ ク ト 比 の 上 限 と し た 場 合 は 、 ア ス ペ ク ト 比 と フ ラ ン ジ の 断 面 積 に

は 、 相 関 関 係 が 確 認 で き た 。  
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